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【研究目的】
友人や知人等とインターネット上でスケジュールを共有することで、容易に自分や相手の予定を把握できるようになり、スムーズに遊びや用事等のアポイントメントが取りやすくなることで、交流の活性化や円滑化、時間の効率的な利用への寄与へつなげることを目的とする。
【期待される効果】

· 本人に問い合わせなくても空いている時間はわかるので、これまでよりアポイントメントにたどりつくまでの手間が簡略化され、時間が削減できる。
· みんなが自分のスケジュールを知人や友人にはオープンにすることによって、自分の時間も有効に管理できる。
【研究概要】

　従来、人間は各個人が頭の記憶や紙で自分のスケジュールを管理し、人に会う用件があった場合は、相手と連絡を取り自分と相手の空いている時間を比較して調整することとしていた。その連絡方法は直接対面だったり、手紙、電話やFAXから発展して、携帯電話やメールなどとなり、さらにインターネットを活用して、Webアプリケーションで行うものもでてきている。

　ただ、このようなコミュニケーションは1対1とは限らず複数に対して行われることもあり、返事の方法が煩雑だったり、時間がかかったりすることや、電話など直接の問い合わせでは、その後スケジュールに反映することを忘れてしまうこともある。

そこで、スケジュールの管理において空いている時間を共有し、友人・知人等自分が認めた者が空いている時間にアポイントメントを申請できるようにする。これにより、その是非をスケジュールにすぐに反映することができ、確実性を増すことができる。

本研究では、個人のスケジュールの管理と友人・知人等との共有、アポイントメント申請・承諾の仕組みについて、従来からインターネット以前までの手法について調査分析するとともに、インターネットを活用した手法について、既存の手法と比較しながらスケジュールの共有やアポイントメントのやりとりの形について議論する。この形に基づいたプロトタイプのスケジュール機能を構築し、その評価を行う。
